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会社概要

商 号 株 式 会 社 ボードルア 設 立 2007年4月

取 締 役 代表取締役社長 冨永 重寛

代表取締役 藤井 和也

取締役 程島 義明

社外取締役 安藤 温

常勤監査役 竹内 靖浩

常勤監査役 岡本 俊夫

監査役 尾中 直也

監査役 西川 研一

決 算 期 2月

社 員 数 752名

(正社員/契約社員含)*2022年5月現在

業 務 内 容 ITインフラストラクチャ事業

主 要 取 引 先 ソフトバンク株式会社

KDDI株式会社

NTTコミュニケーションズ株式会社

株式会社インターネットイニシアティブ

株式会社野村総合研究所

住信SBIネット銀行株式会社

有 資 格 者 CCNA:  694名

CCNP:  463名

*2022年5月現在

子会社 株式会社ZOSTEC

本 社 東京都港区赤坂9-7-1 ミッドタウン・タワー37階

第 二 オフィス
東京都港区六本木7-3-12 六本木インターナショナル

ビル7階

第三オフィス 東京都港区六本木3-10-9 枻川誠志堂ビル4階、6階

4
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ITインフラストラクチャサービスとは

様々なアプリケーション・システムを利用するために、システムを動作させるサーバー、システムに接続するた

めのネットワーク、安全な通信・情報を守るためのセキュリティなど複雑な I Tインフラストラクチャを設計・構

築することや、運用・保守を請け負うこと。これらが構成され I Tインフラストラクチャは今や生活インフラの一

部となっている。

企業システム

Internet

企業
ネットワーク

Webサービス

4G/5G

テレワーク
環境

仮想基盤

IaaS/PaaS

ロードバランサー

SDN
(仮想ネットワーク)

無線LAN

セキュリティ

クラウドサービス

IoT

※クラウドサービス(Iaas/PaaS)：主にクラウドコンピューティングサービスを指す。
※SDN：ソフトウエアによって仮想的なネットワーク環境を作る技術。物理的な制約に縛られず、ネットワーク構成の柔軟な設定が可能。
※仮想基盤：1つの物理機器上で、複数のホスト・OSを動作させる仕組み。
※ロードバランサー：サーバを複数台で構成した場合に、端末からの通信をリソース毎に適切に振り分ける仕組み。
※セキュリティ：ファイアーウォール、IPS/IDS、サンドボックス、Webフィルタリング、など。
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事業領域

I Tインフラストラクチャサービスに特化した専門事業者

アプリ

ITインフラストラクチャ

(当社事業領域 )

ミドルウェア

通信工事

1.8兆円

2021年における国内IT市場全体は19兆
そのうちITインフラストラクチャサービス市場は1.8兆円

ITインフラストラクチャ分野で成長が著しい技術領域ITインフラストラクチャサービス市場の位置づけ

クラウド セキュリティ

SDN ロードバランサー

無線LAN

仮想基盤

シ
ス
テ
ム
全
体

イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ

※出典：IDC Japanプレスリリース「新型コロナウイルス感染症／ロシア・ウクライナ戦争の2022年3月末時点での影響を考慮した国内IT市場予測を発表」（2022年5月18日）
※出典：IDC Japanプレスリリース「国内ITインフラストラクチャサービス市場予測を発表」（2022年6月13日）

（Software-Defined Networking）
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システム開発会社及びファシリティ工事業者との違い

当社はアプリやミドルウェア、通信工事は行わず、ITインフラ領域に専門特化

アプリ

ミドルウェア

ITインフラストラクチャ
（ネットワーク/サーバー）

通信工事

アプリや

ミドルウェアを

中心に幅広く

サービス提供

インフラ市場の

パラダイムシフトで、

専門特化型サービスの

需要が増大

機器設置及び

配線工事、基地局等

システム開発会社
ファシリティ
工事業者

付随して担当

付随して担当

※アプリ(アプリケーション)：基幹業務システム（ERP）やWEBアプリ、スマートフォンアプリなどのユーザが操作する部分、
グループウェア(Office365)、AI・機械学習、Java・C・Pythonなどのプログラミング言語を用いて開発を行う。

※ミドルウェア：アプリケーションとOSの間で動作するソフトウェア、Oracle Database/WebLogic・Apache HTTP Serverなど。
※通信工事：屋内のLAN配線や基地局設備の建設、機器設置等



連結業績ハイライト
C o n s o l i d a t e d  f i n a n c i a l  r e s u l t s  h i g h l i g h t
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エグゼクティブサマリー

9

✓通期売上高+30％、通期営業利益+29％成長に向けて計画通り進捗

✓2023年2月期 1Qより、連結決算へ移行(2022年5月分のみ取込)

✓エンジニア118名採用 (単体 2023年2月期 1Q期間合計)
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連結決算概要

✓2 0 2 3年2月1 Qより連結決算へ移行 ( 2 0 2 2年5月分のみ取込 )

✓売上高は1 0 . 9億円 (前期比1 2 3 . 1 % )

✓営業利益1 . 1億円 (前期比1 6 0％ )と大幅に成長

2022年2月期

1Q

2023年2月期

1Q(連結)
前期比

売上高 890,977 1,097,212 123.1%

営業利益 69,341 110,950 160.0%

税引前純利益 118,270 161,775 136.8%

純利益 78,128 108,190 138.5%

単位(千円)
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688,133
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✓2023年2月期 1Q売上高は

10.9億円(前期比+23.1%)

✓前期4Q売上を上回る順調な成長

連結売上高四半期推移

+23.1％

2022年2月期2021年2月期

(千円)

✓ 2年目以降のエンジニアの戦力化に伴
い、専門人材(3年目以上)・高度専門人
材の配属替えを下期に実施予定
下期偏重の傾向は今期も継続見込み

2023年2月期
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連結営業利益四半期推移

(千円)

✓営業利益も昨年同様下期偏重を見込む

+60％

✓売上高の増加に比例せず、販売管理費
は昨年と同水準の為、営業利益が大きく
増加

2022年2月期2021年2月期 2023年2月期

✓１Qは新卒社員の求人採用費(57,000千
円)を計上
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通期連結業績予想に対する進捗状況

✓1 QはZ O S TE C社の1ヵ月分 (5月 )しか取り込んでいないため、

売上高は前期単体進捗率を若干下回るが、計画通り進捗

✓利益は業績予想に対し昨年を上回るペースで進捗

✓営業利益は前期の進捗率に対し2.5ポイント増加

2022年2月期

1Q実績

2022年2月期

通期実績
進捗率

2023年2月期

1Q
2023年2月期

通期予想
進捗率

売上高 890,977 3,922,944 22.7% 1,097,212 5,100,000 21.5%

営業利益 69,341 679,536 10.2% 110,950 875,000 12.7%

税引前純利益 118,270 737,078 16.0% 161,775 935,000 17.3%

純利益 78,128 542,774 14.4% 108,190 684,000 15.8%

単位(千円)



単体業績ハイライト
U n c o n s o l i d a t e d  f i n a n c i a l  r e s u l t s  h i g h l i g h t
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エンタープライズ顧客売上

✓取引社数は前期より2社増加

✓案件拡大・深耕に注力し、1社あたりの平均売上と合計売上割合増加を重視

※ 日経225、日経400、日経500いずれかの採用企業または売上500億円以上の企業をエンタープライズ顧客として定義

(期)

(千円) (千円)

エンタープライズ顧客合計売上

66.7％

売上割合

2 0 2 3 年 2 月 期 1 Q

エンタープライズ顧客の１社あたり平均売上と社数

(期)

63.6％

2 0 2 2 年 2 月 期

2023年2月
1Q

1Q

2023年2月
1Q

541,787
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551,399 

712,614 

934,218 

1,109,479 

1,370,600 

1,905,849 

604,351 

29.2%
31.1%

18.8%

23.5%

39.1%

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

2017年2月 2018年2月 2019年2月 2020年2月 2021年2月 2022年2月

先端技術売上 先端技術売上成長率 市場規模予想
市場の
CAGR

当社の
売上比率

ワイヤレス 1,306億米ドル
(2026年)※1

15% 17%

ロードバランサー 89億米ドル
(2027年)※2

13％ 20%

ネットワーク
仮想化

468億円
(2026年)※3

3% 10%

クラウド 3.8兆円
(2026年)※4

19% 30% 

セキュリティ 5,033億円
(2025年)※5

6% 13%
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先端技術分野売上

✓先端技術分野の売上、比率は堅調に推移

先端技術サービスの売上推移

先端技術

売上成長率

先端技術売上

(期)

(千円)

高い成長性が期待される先端技術分野

(グローバル市場)

(グローバル市場)

(国内市場)

(国内市場)

(国内市場)

※6

1p

1p

3p

0p

※1 出典：BCC Research「世界のワイヤレス接続市場」 (株式会社グローバルインフォメーション)
※2 出典：IMARC Services Private Limited「ロードバランサー（負荷分散装置）の世界市場：業界動向、シェア、規模、成長、機会、予測」(株式会社
グローバルインフォメーション)
※3 出典：IDC Japanプレスリリース「国内ネットワーク仮想化／自動化市場およびNFV市場予測を発表」（2022年5月11日）
※4 出典：IDC Japanプレスリリース「国内パブリッククラウドサービス市場予測を発表」（2022年3月31日）
※5 出典：IDC Japanプレスリリース「2020年下半期 国内情報セキュリティ市場予測を発表」（2021年5月27日）
※6「当社の売上比率」の増減は2022年2月期実績より比較、また、2つ以上の分野の重複売上も含む

※ 先端技術分野：当社の中で専門性が高いと考える技術領域。ワイヤレス、ロードバランサー、SDN、クラウド、
セキュリティ、サーバー仮想化のいずれかの技術領域に関わるもの。

1Q 

1p

498,486

2023年2月
1Q
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専門人材・高度専門人材育成状況

2021年2月期 122名

174名

224名

97名

専門人材 高度専門人材

109名

127名

2022年2月期

2023年2月期 1Q

✓ I Tインフラストラクチャに特化した教育基盤で高度専門人材を育成

2022年5月末現在
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✓高度専門人材・専門人材比率の増加により上流案件が増え、フロー売上がストック売上を上回って成長

ストック型売上

2023年2月期 1Q2022年2月期

56.1%58.1%

ストック型売上 598,649 千円ストック型売上 2,280,410 千円



Appendix
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業績推移

単位(千円)

2017年2月期 2018年2月期 2019年2月期 2020年2月期 2021年2月期 2022年2月期

第10期 第11期 第12期 第13期 第14期 第15期

売上高 1,626,968 2,087,013 2,261,561 2,648,008 3,084,973 3,922,944

営業利益 131,471 230,012 274,696 409,339 509,439 679,536

経常利益 116,255 217,992 237,982 395,841 542,494 688,011

当期純利益 79,757 135,544 162,557 278,824 415,711 542,774

営業利益率 (%) 8.1% 11.0% 12.1% 15.5% 16.5% 17.3%

経常利益率(%) 7.1% 10.4% 10.5% 14.9% 17.6% 17.5%

売上高成長率(%) - 28.3% 8.4% 17.1% 16.5% 27.2%

営業利益成長率(%) - 75.0% 19.4% 49.0% 24.5% 33.4%

売上は堅調に伸長

ネットワークへの特化により

営業利益率の伸長が顕著

サービスの進化に伴い

顧客システムが複雑化

業績推移

要因 /変化点

当社のように

専門性の高い企業
が求められている
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企業の社会的責任

新たなIT産業を創出する若者や、高度なITスキルを持つ実践的な若者を育成することは、持続可能な

社会の発展につながると考えています。

当社では、社員に対する教育研修はもちろん、これから社会で活躍する一般の大学生向けにもIT資格

を習得する研修を実施しております。(年間150名以上の大学生の合格実績)

サーバやストレージなどの仮想化の導入をお客様へ提案し、そのサービスを普及させていきます。ITイ

ンフラ機器の利用効率の向上させることによって、サーバやストレージの台数の集約につながり、台数

が少なくなれば発熱量や冷却設備に必要となる電力も抑えることができます。このような仮想化の技術

でITインフラ機器の省電力化に貢献していきます。

人々に便利さをもたらしたITは、今や人を守ったり、命をつないだり、さらに重要な役割を担いはじめ

ています。世界中のあちらこちらで、日々新しいITサービスが生まれ、少しずつ現実になってきている

今、ITのチカラを最大限に発揮し、よりよい未来を創っていきたいと考えています。



本資料の取り扱いについて

本資料には、将来の見通しに関する記述が含まれています。これらの記述は、当該記述を作成した時点にお

ける情報に基づいて作成されたものにすぎません。さらに、こうした記述は、将来の結果を保証するもので

はなく、リスクや不確実性を内包するものです。実際の結果は環境の変化などにより、将来の見通しと大き

く異なる可能性があることにご留意ください。上記の実際の結果に影響を与える要因としては、国内外の経

済情勢や当社の関連する業界動向等が含まれますが、これらに限られるものではありません。今後、新しい

情報・将来の出来事等があった場合において、当社は、本資料に含まれる将来に関するいかなる情報につい

ても、更新・改訂を行う義務を負うものではありません。また、本資料に含まれる当社以外に関する情報は、

公開情報等から引用したものであり、かかる情報の正確性、適切性等について当社は何らの検証も行ってお

らず、またこれを保証するものではありません。




